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■先を見据えて取り組もう

次世代育成支援対策推進法が施行されてから5年

が経過しましたが，当初の対象が301人以上の企業

であったことや，自主的な取り組みを尊重し，行政

が深く関与していないこともあり，法律の趣旨や内

容がきちんと伝わっていないのではと思うことが

多々あります。しかし社会情勢を正しく踏まえ，こ

の推進法の中身を理解すればするほど，今後の重要

な人事戦略と位置付けて取り組もうと考える会社は

増えていくはずです。

本稿ではまず，次世代育成支援の時代背景を知る

ことで，大きな流れの中でどの方向に進むべきか知

っていただき，続いて，実務上の基礎知識，効果的

に取り組むための考え方や人事戦略へとつなげるヒ

ントの順で解説していきます。
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「くるみん」取得の進め方
～認定マーク取得を通して，次世代育成を支援する人事戦略ポイント～

1. 前提知識を整理する
■「次世代法」成立の背景
■ 数値で見る現状把握
■ 関連法令の改正と流れ

2. 次世代法とは何か
■ 行動計画とは
■ 対象事業主とは
■ 行動計画の届出状況
■ 認定企業数
■「くるみん」の活用

3. 実務の流れをつかむ
■ 行動計画策定と届出まで
■ 認定要件とは

4. 人事戦略につなげるために
■ なぜ両立支援に取り組むのか
■ ワークライフバランスに取り組む
■ どう取り組むとうまくいくのか
■ 今後の方向性

5. より戦略的な取り組みとして

要点解説 
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